
 

 

→ 
関八州の治水工事や新田開発
等に多大なる業績をあげた伊
奈忠治の銅像（川口駅前キュ
ポ・ラ本館内）（『関東郡代伊奈
サミットの会』ＨＰより転載） 

← 
流域の新田開発により「沃野」が形成され，
その中を流れる小貝川と，そこにそそり立つ
筑波山（『写真と音楽あれこれ』ＨＰより転載） 
（撮影：平成 15年 11月，つくば市巡見橋） 

 

小貝川にある
現在の「豊田
堰」（上）と福
岡堰（左） 

徳川頼房の依頼で伊奈忠次が造った

水戸市の備前堀。忠次の像がありま
す（『水戸商工会議所』ＨＰより転載） 

「伊奈神社」（上）
毛有薬師堂内の「伊
奈忠治顕彰碑」（左） 

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

      
 

   

              

新
田
開
発
と
伊
奈
氏 

江
戸
初
期
の
新
田
開
発
に
あ
っ
て
、
大
き
く

貢
献
し
た
の
は
伊
奈
一
族
で
し
た
。
幕
府
初
期

の
「
関
東
代
官
伊
奈
氏
」
は
関
八
州
の
幕
府
直

轄
領
約
30
万
石
を
管
轄
し
、
行
政
・
裁
判
・
年

貢
徴
収
等
を
取
り
仕
切
り
、
警
察
権
も
統
括
し

て
い
ま
し
た
。
ま
た
将
軍
の
鷹
狩
り
を
す
る
た

め
の
鷹
場
の
管
理
も
担
当
す
る
な
ど
、
幕
府
組

織
の
重
要
な
部
分
を
占
め
て
い
た
の
で
す
。 

 
 

伊
奈
氏
の
陣
屋
は
、
は
じ
め
、
伊
奈
屋
敷
跡

が
現
在
も
残
る
武
蔵
国
小
室
（
現
埼
玉
県
北
足

立
郡
伊
奈
町
）
に
置
か
れ
、
後
に
同
国
赤
山
（
現

埼
玉
県
川
口
市
）
に
移
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に

同
国
小
菅
（
現
東
京
都
葛
飾
区
小
菅
）
に
も
陣

屋
が
設
け
ら
れ
、
こ
こ
に
は
家
臣
を
代
官
と
し

て
配
置
し
て
い
ま
し
た
。 

 
 

家
康
の
入
府
（
秀
吉
の
全
国
統
一
の
後
、
従
来
の

支
配
地
で
あ
る
三
河
・
遠
江
・駿
河
・信
濃
・
甲
斐
の

領
地
150
万
石
を
召
し
上
げ
ら
れ
た
徳
川
家
康
が
、

あ
ら
た
め
て
北
条
氏
の
領
地
で
あ
った
武
蔵
・伊
豆
・

相
模
・
上
野
・
上
総
・
下
総
・
下
野
の
一
部
・
常
陸
の

一
部
250
万
石
を
与
え
ら
れ
、
北
条
氏
の
拠
点
小
田

原
で
は
な
く
、
江
戸
に
入
った
こ
と
。
な
お
家
康
は
、

入
府
を
、
農
業
社
会
で
の
祭
日
に
あ
わ
せ
て
、
八
朔

に
あ
た
る
８
月
１
日
に
し
ま
し
た
）
後
、
武
蔵
国
小

室
等
に
１
万
石
を
与
え
ら
れ
た
伊
奈
忠
次
は
、

関
東
代
官
頭
と
し
て
大
久
保
氏
・
彦
坂
氏
・
長

谷
川
氏
と
と
も
に
家
康
の
関
東
支
配
に
貢
献
し

ま
し
た
。
各
地
で
検
地
・
新
田
開
発
・
河
川
改

修
に
敏
腕
を
振
る
い
、
利
根
川
や
荒
川
の
付
け

替
え
普
請
・
知
行
割
・
寺
社
政
策
等
な
ど
、
江

戸
幕
府
の
財
政
基
盤
の
確
立
に
大
き
く
寄
与
し

た
の
で
す
。
関
東
各
地
に
残
る
「
備
前
渠
」
「
備

前
堤
」
と
よ
ば
れ
る
運
河
や
堤
防
は
、
い
ず
れ

も
忠
次
の
官
位
「
備
前
守
」
に
由
来
し
て
い
ま

す
。 

 
  

        

そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
忠
次
は
、
諸
国
か
ら

の
水
運
を
計
り
、
江
戸
の
繁
栄
を
も
た
ら
す
と

と
も
に
、
農
民
に
は
炭
焼
き
・
養
蚕
・
製
塩
な

ど
を
す
す
め
、
桑
・
麻
・
楮
な
ど
の
栽
培
方
法

を
伝
え
広
め
た
た
め
、
神
仏
の
よ
う
に
厚
く
敬

わ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
埼

玉
県
の
伊
奈
町
は
忠
次
に
ち
な
ん
で
「
伊
奈
」

の
名
を
町
名
と
し
、
ま
た
次
男
忠
治
は
、
茨
城

県
筑
波
郡
伊
奈
町(

現
つ
く
ば
み
ら
い
市
伊
奈

地
区)

の
町
名
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
県
を
超
え
て

親
子
二
代
で
地
名
の
由
来
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

旧
筑
波
郡
伊
奈
町
と
伊
奈
忠
治 

伊
奈
忠
治
に
つ
い
て
は
、
父
忠
次
・
兄
忠
政

の
仕
事
を
引
き
継
ぎ
、
関
八
州
の
治
水
工
事
・

新
田
開
発
・
河
川
改
修
を
行
い
、
荒
川
開
削
・

江
戸
川
開
削
に
携
わ
り
ま
し
た
。
江
戸
初
期
の

利
根
川
東
遷
事
業(

江
戸
の
町
は
利
根
川
の
洪
水

に
悩
ま
さ
れ
た
が
、
こ
の
事
業
に
よ
り
、
利
根
川
は

現
在
の
流
路
に
近
く
な
り
、
江
戸
を
洪
水
の
危
険

か
ら
救
う
と
と
も
に
、
新
田
開
発
や
利
根
川
か
ら
関

宿
を
経
て
江
戸
に
繋
が
る
水
運
に
も
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
ま
し
た)

の
多
く
が
忠
治
の
業
績
で
あ

り
、
鬼
怒
川
と
小
貝
川
の
分
流
工
事
や
下
総

国
・
常
陸
国
一
帯
の
堤
防
工
事
を
担
当
し
ま
し

た
。
中
で
も
、
小
貝
川
に
は
、
上
流
か
ら
福
岡

堰
・
岡
堰
・
豊
田
堰
の
３
つ
の
堰
を
構
築
し
、

そ
の
結
果
、
単
に
地
域
を
洪
水
の
危
機
か
ら
救

っ
た
の
み
な
ら
ず
、
用
水
路
・
排
水
路
を
開
削

し
て
、
伊
奈
・
谷
和
原
３
万
石(

現
つ
く
ば
み
ら

い
市)

、
相
馬
２
万
石(

現
取
手
市
藤
代
地
区)

と

呼
ば
れ
る
美
田
地
帯
を
つ
く
り
出
す
大
事
業
も

成
し
遂
げ
ま
し
た
。 

            

そ
し
て
、
忠
治
の
業
績
を
称
え
る
人
々
に
よ

っ
て
、
福
岡
堰
北
東
の
小
貝
川
堤
防
横(

つ
く
ば

市
真
瀬
地
区)

に
は
、
昭
和
16
（
1941
）
年
、
伊

奈
神
社
が
祀
ら
れ
、
今
日
で
も
そ
の
業
績
が
偲

ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
取
手
市
内
毛
有
の
毛
有

薬
師
堂
境
内
に
は
、
昭
和
33
（
1958
）
年
、
伊
奈

忠
治
顕
彰
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。 

     
 
 
  
 
  

   
 
 
  
 
  

     

平成２５年９月１０日 

茨城県立土浦第一高等学校  

進修同窓会旧本館活用委員会 
ＨＰ http:www.sin-syu.jp/ 

第６０号 

校歌に謳われた沃野（その３） 

鮮烈なインパクトある響きで，耳に残って離れない豊かな大地・「沃野」。

作詞した堀越晋先輩（中 11 回卒）は，そこに，先人達に対する深い畏敬

の念を込めていたと言えます。豊かな大地は，幾世代にもわたる人々の知

恵と力，汗と涙の賜であることを，日々実感していたからでしょう。「沃

野」を考えるなかで，今号は，県南地区の新田開発を取り上げてみます。 



 

 

屋敷内を土盛りした家。（上）。納
屋にある舟３艘。以前は納屋の天
井に置かれていたという（上左）。
屋敷内にあってひときわ高い盛
土の上にある水塚と氏神様（右） 
 

県
外
文
化
財
視
察
が
実
施
さ
れ
ま
し
た 

 

平
成
25
年
度
県
外
文
化
財
視
察
は
７
月
27
日
（
土
）

に
大
曽
根
副
会
長
（
高
４
回
卒
）
・
豊
崎
校
長
（
高
25

回
卒
）
を
は
じ
め
、
県
教
育
庁
職
員
ら
多
数
の
関
係
者

の
参
加
を
得
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
「
我
が
国
近

代
建
築
の
父
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
及
び
そ
の
薫
陶

を
受
け
た
辰
野
金
吾
の
作
品
群
を
訪
ね
な
が
ら
、
辰
野

の
愛
弟
子
、
本
校
旧
本
館
の
設
計
者
駒
杵
謹
治
を
し
の

ぶ
」
と
の
テ
ー
マ
で
、
か
す
み
が
う
ら
・
石
岡
両
市
の

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
の
神
戸
信
俊
氏
（
高
19
回

卒
）
を
講
師
に
迎
え
、
日
本
銀
行
、
東
京
駅
丸
の
内
駅

舎
、
旧
岩
崎
邸
、
東
京
大
学
工
学
部
建
築
学
科
（
こ
こ

は
東
京
大
学
工
学
部
教
授
池
田
誠
氏
（
高
39
回
卒
）

の
ご
案
内
）
な
ど
６
つ
の
建
造
物
を
視
察
し
ま
し
た
。 

軒
下
ま
で
浸
水
し
た
昭
和
25

年
の
藤
代
地
区
の
水
害

（
右
上
、『
写
真
記
録
茨
城
の
２
０
世
紀
』
よ
り
転
載
）

敷
地
の
周
り
に
列
植
さ
れ
た
屋
敷
林
と
生
垣
（
下
右
） 

排
水
路
と
し
て
屋
敷
を
囲
ん
で
い
る
構
堀
（
下
左
） 

 
新
田
開
発
村
の
低
湿
地
で
の
工
夫 

 
 

 

前
号
に
触
れ
た
よ
う
に
、
新
田
開
発
は
、
領

主
や
農
民
に
と
っ
て
収
入
増
に
繋
が
る
利
得
が

あ
り
ま
し
た
、
そ
の
一
方
で
、
多
く
の
リ
ス
ク

も
伴
い
ま
し
た
。
最
大
の
も
の
は
、
〝
水
へ
の

脅
威
〟
で
し
た
。
水
に
対
す
る
備
え
は
、
あ
ら

ゆ
る
知
恵
と
工
夫
を
結
集
し
て
対
策
が
講
じ
ら

れ
た
の
で
す
。
主
な
も
の
だ
け
を
あ
げ
て
み
て

も
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

① 

屋
敷
内
の
土
盛
り 

 

〝
水
対
策
〟
と
し
て
主
屋
部
分
に
盛
り
土
を

す
る
の
は
、
農
村
各
地
で
よ
く
目
に
す
る
光

景
で
す
が
、
新
田
開
発
村
の
中
で
は
、
屋
敷

地
全
体
に
盛
り
土
を
施
す
家
が
数
多
く
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
屋
敷
全
体
が
水
田
面
よ
り

１
ｍ
以
上
も
盛
り
土
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
土
の
量
た
る
や
膨
大
な
も
の
で

あ
り
、
そ
れ
を
、
何
キ
ロ
も
離
れ
た
台
地
か

ら
運
ん
で
き
て
い
る
の
で
す
。
自
然
災
害
に

備
え
、
安
定
し
た
生
活
を
送
る
た
め
の
努

力
・
忍
耐
に
は
驚
く
ば
か
り
で
す
。 

② 

水
塚
・
水
屋 

 
 

屋
敷
内
の
一
角
に
特
に
高
く
土
を
積
み
、

そ
の
上
に
倉
庫
兼
住
居
用
設
備
を
持
つ
建
物

が
よ
く
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
水

塚
・
水
屋
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
ま
さ
に
水

害
時
に
は
緊
急
の
避
難
所
に
な
り
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
水
塚
は
普
段
は
倉
庫
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
中
に
は
常
に
緊
急
時

に
生
活
す
る
た
め
の
必
要
最
低
限
の
食
糧
が

収
納
さ
れ
、
人
が
寝
起
き
す
る
準
備
も
な
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 

ま
た
、
盛
り
土
そ
の
も
の
に
も
興
味
深
い

特
徴
が
あ
り
ま
す
。
現
在
の
取
手
市
藤
代
地

区
を
例
に
と
れ
ば
、
そ
れ
は
、
標
高
と
か
な

り
深
い
関
係
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。
あ
る
も

の
は
周
囲
の
水
田
よ
り
３
ｍ
も
の
高
さ
が
あ

る
か
と
思
え
ば
、
あ
る
も
の
は
屋
敷
地
よ
り

わ
ず
か
40
㎝
、
水
田
面
か
ら
で
も
１
ｍ
に
す

ぎ
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
昭
和
25
（
1950
）

年
の
小
貝
川
堤
防
決
壊
に
よ
る
水
害
の
際
に

は
、
双
方
と
も
水
塚
の
土
台
部
分
が
水
に
浸

か
っ
た
程
度
で
、
大
事
に
至
ら
ず
に
済
ん
だ

そ
う
で
す
が
、
標
高
の
低
い
前
者
の
家
で
は
、

主
屋
は
床
上
２
ｍ
ま
で
水
没
し
て
し
ま
う
洪

水
に
見
舞
わ
れ
、
改
め
て
そ
れ
よ
り
も
高
い

地
に
建
つ
〝
水
塚
〟
設
置
の
知
恵
を
実
感
し

た
と
言
い
ま
す
。
こ
れ
を
み
て
も
、
先
人
達

は
屋
敷
の
標
高
を
日
頃
の
生
活
の
中
で
意
識

し
、
土
盛
り
の
高
さ
も
決
め
て
い
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
盛
り
土
は

近
隣
の
台
地
か
ら
運
ん
で
き
た
の
で
す
が
、

土
を
締
め
る
効
果
を
考
え
、
貝
塚
の
貝
を
含

む
土
を
利
用
し
て
い
る
水
塚
も
見
ら
れ
る
の

で
す
。
こ
れ
も
ま
た
生
活
の
知
恵
と
言
え
る

の
で
し
ょ
う
か
！ 

                
 
 
  
 
  
 
 

 

③ 

構
堀
（
か
ま
え
ぼ
り
） 

水
へ
の
備
え
に
は
構
堀
も
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
屋
敷
全
体
を
堀
で
囲
ん
だ
も
の
で
、

中
に
は
、
幅
４
～
５
ｍ
の
大
規
模
の
も
の
も

あ
り
ま
す
。
当
然
、
排
水
の
便
を
第
一
義
的

に
考
え
た
も
の
で
し
ょ
う
が
、
掘
り
上
げ
た

土
は
、
屋
敷
地
や
水
塚
の
盛
り
土
に
利
用
し

た
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
を
も
っ
て
堀
内
側

に
土
塁
を
築
い
た
り
し
て
、
備
え
を
一
層
強

化
し
た
と
こ
ろ
も
見
ら
れ
ま
す
。 

     
 
 
  
 
   

            

④ 

舟 

低
湿
地
の
水
田
地
帯
で
は
、
農
作
業
に
使

用
す
る
舟
と
は
別
に
、
緊
急
時
に
米
俵
等
を

載
せ
て
避
難
す
る
た
め
に
、
か
な
り
大
き
め

の
舟
が
用
意
さ
れ
て
い
る
場
合
が
結
構
あ
り

ま
す
。
舟
は
、
ふ
だ
ん
は
納
屋
等
の
天
井
や

軒
に
吊
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
以
前
の
出
水
の

際
に
は
、
荷
物
を
積
ん
で
広
い
場
所
に
待
機

さ
せ
、
増
水
と
と
も
に
、
こ
れ
に
乗
っ
て
避

難
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。 

⑤ 

生
垣
・
屋
敷
森 

 
 
 
 

生
垣
は
ど
こ
の
農
村
を
訪
ね
て
も
一
般
に

見
か
け
る
風
景
で
す
。
防
風
の
備
え
で
あ
る

こ
と
が
多
く
、
そ
の
典
型
的
な
例
は
散
村
の

代
表
と
し
て
知
ら
れ
る
富
山
県
の
砺
波
平
野

が
有
名
で
す
。
（
わ
が
土
浦
一
高
を
含
め
、
明

治
期
の
旧
制
中
学
校
等
の
建
造
物
で
、
国
指
定

重
文
は
全
国
で
５
校
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
の

一
つ
で
あ
る
旧
富
山
県
立
農
学
校
（
現
南
砺
福

野
高
校
）は
そ
の
ど
真
ん
中
に
建
って
い
ま
す
）
た

だ
、
低
湿
地
に
お
け
る
生
垣
は
、
篠
竹
や
真

竹
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
単
に
防
風
が
ね
ら
い
で
は
な

く
増
水
の
際
の
ゴ
ミ
を
遮
る
目
的
を
持
っ
て

い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
と
も
言
え
ま

す
。 

 
 
 

屋
敷
森
も
台
地
状
の
農
村
に
は
よ
く
見
ら

れ
る
も
の
で
す
が
、
低
湿
地
に
お
い
て
は
、

生
活
上
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
「
た
き
木
」

や
建
築
材
を
確
保
し
た
い
と
の
ね
ら
い
が
顕

著
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
植
林
が
進
め
ら
れ

た
結
果
な
の
で
す
。
こ
れ
も
、
人
々
が
生
活

の
改
良
に
意
を
用
い
た
証
で
あ
り
、
そ
の
工

夫
に
は
感
心
す
る
ば
か
り
で
す
。 

（
次
号
に
続
く
）
（
高
21
回
卒 

鈴
木
義
人
） 

 

      

 


